
令和３年度第３回北見方面紋別警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和３年12月６日（月）午後３時00分から午後４時00分までの間

２ 開催場所

紋別警察署大会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員 ７人（定員７人）

会 長 関 原 功 三

副 会 長 河 野 みどり

委 員 井 上 秀 幸

委 員 田 中 誠

委 員 鎌 田 真智子

委 員 桒 原 務 緒

委 員 桜 木 恵

⑵ 警 察 署 ８人

署 長 住 田 愼 一

副 署 長 山 下 大 輔

会 計 課 長 種 畑 昭 敏

地 域 課 長 高 岡 忍

刑 生 課 長 田 口 章 文

警 備 課 長 瀬 戸 貴 博

交 通 課 長 柳 澤 克 次

警 務 課 長 小 山 克 行

４ 会長挨拶

５ 署長挨拶

６ 諮問事項

⑴ 令和３年紋別警察署の活動について

～副署長から、今年１月から現在までの活動状況について説明～

委 員～ 警察が取り扱う「変死」とはどういうものを言うのか。

署説明～ その死が犯罪によるものかどうか分からないものを言っている。

委 員～ 高齢者による万引きの話が出ていたが、認知症の方が犯罪を犯し

てしまうこともあるのか。

署説明～ 認知症の影響による事例もあるだろうし、生活が困窮している者



によるものもあると思う。

委 員～ 警察で実施している体力検定等は、幹部職員も行うのか。

署説明～ 全警察官が年１回以上行うことになっている。

⑵ 最近の交通事故の発生状況について

～交通課長から、本年の交通事故発生状況について説明～

委 員～ 「ひき逃げ（救護義務違反）は時効が短く、他の罪種の時効と同

様に、交通事故に関する時効も撤廃すべき」との風潮があるが、今

後そのような可能性はあるのか。

署説明～ 道路交通法等は年々改正されており、「逃げ得を許さない」とい

う風潮があるのであれば、今後そうした可能性はあると思われる。


